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｢郷土（ふるさと）に学び・育む青少年運動｣について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務部男女共同参画局 

青少年男女共同参画課 
 



 



１ 父母その他の保護者・大人の意識の高揚・啓発の推進
① 大人の意識改革，教育力の強化
② 「家庭の日」を中心とした子どもとのふれあいの促進
③ 社会規範意識を高める取組の推進
④ 社会全体で支え合う家庭教育支援の促進

２ 地域ぐるみの青少年育成
① 家庭・学校・職場・地域等が一体となった青少年育成
② 異年齢集団での体験活動等の推進
③ 「家庭の日」・「青少年育成の日」を中心とした活動の推進

鹿児島県青少年育成県民運動推進基本方針

基本理念

１ 自立の精神，豊かな感性，グローバルな感
覚，ふるさとを愛する心を持った青少年の育成

⑴ 様々な課題に挑戦しつつ，自己の確立に
向かって努力する姿

⑵ 社会を構成する一員としての責任と誇りを
自覚

⑶ 環境保全や社会貢献等のため様々な活
動に主体的・積極的に参画

⑷ 情報化が進展する中で，適切に情報を活
用する能力の習得

⑸ 多様な価値観を尊重し，他者や地域社会
と共生する姿

２ 父母その他の保護者・大人の意識の高揚
・啓発
⑴ モラルの向上や地域の教育力を高めるこ

とが重要
⑵ 子どもの多様な人格・個性を尊重し，権利

を保障し，真正面から向き合い，寄り添い，
見守ることが重要

３ 地域ぐるみの青少年育成
⑴ 青少年の自己選択・自己決定・自己実現

を社会全体で後押し
⑵ 社会全体が連携・協力し，支え合う共生・

協働の地域社会づくりが重要

青少年の自立の精神や豊かな感性，
グローバルな感覚，ふるさとを愛する
心を育むことを目的とした「郷土に学
び・育む青少年運動」を家庭・学校・職
場・地域等が一体となって積極的に推
進し，様々な分野で活躍する鹿児島の
未来を担う青少年の育成に注力する。

＜運動推進の４つの柱＞

青少年の育成は家庭が基本であると
いう認識のもと，鹿児島の教育的伝統
と風土を生かすとともに，多様性と包
摂性のある社会を目指し，人権やジェ
ンダー平等の視点への配慮，SDGsと
の関連も意識しながら，運動推進の４
つの柱をもとに，青少年の育成を推進
する。

① 未来を切り拓く青少年の育成
② 地域全体で青少年を育む取組

の推進
③ 青少年を守り育てる環境づくり

の推進
④ 関係機関・団体の相互連携に

よる運動の推進

１ 青少年を取り巻く環境の変化
⑴ 少子化の進行や共働き世帯の

一般化，婚姻の在り方の多様化に
よる世帯構造の変化など，家庭を
めぐる状況の変化

⑵ グローバル化・情報化の進展，
地域社会の連帯感の希薄化など，
社会環境の変化

２ 青少年を取り巻く問題の深刻化
⑴ 子どもの貧困，不登校，引きこも

り，ニート，ヤングケアラー，市販
薬の過剰摂取（オーバードーズ）な
ど，社会生活を円滑に営む上で困
難を抱える青少年の増加

⑵ インターネット上の違法・有害情
報や虚偽情報の拡散，誹謗中傷
やいじめのほか，成年年齢引き下
げに伴う消費者トラブルの懸念

⑶ 刑法犯少年や薬物乱用少年，深
夜はいかい・喫煙・飲酒等の不良
行為少年，いじめ，暴力行為等の
発生

基本方針 現状・課題

「郷土に学び・育む青少年運動」の推進

「郷土に学び・育む青少年運動」推進要綱

その２ 地域全体で青少年を育む取組の推進

その３ 青少年を守り育てる環境づくり
の推進

その４ 関係機関・団体の相互連携による運動
の推進

１ 青少年の主体的活動の促進
① 「青少年育成の日」を中心とした青少年活動
② 青少年の社会性や規範意識の向上
③ 国際交流活動の促進

２ 困難を抱える青少年の支援の推進
福祉・教育・医療など行政や関係機関・団体等

による支援を推進

１ 青少年を守る環境づくり
２ 啓発・補導活動の強化，非行防止活動
３ 青少年に必要な知識に関する情報提供や教育

①読書活動の取組の推進
②ジェンダーギャップ解消の取組の推進
③主権者教育，消費者教育の推進
④情報リテラシーの習得支援

４ 相談支援体制の充実

１ 推進体制の充実・強化
①青少年育成県民会議・市町村民会議の連携強化
②青少年育成コーディネーターの活動の活性化
③校区青少年育成組織を活用した運動の推進・強化

２ 関係機関・団体が相互に連携した運動の推進
①行政と民間団体等が緊密に連携
②県，地域，市町村，校区段階での運動の推進

その１ 未来を切り拓く青少年の育成

ふ る さ と

ふ る さ と

ふ る さ と
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鹿児島県青少年育成県民運動推進基本方針 
 

                                                       平成１８年５月２３日制定 
                            平成２１年５月２６日一部改正 
                                                    令和７年３月２１日一部改正 

１ 基本理念  
 

 次代の鹿児島を担う青少年が，将来に夢を抱き，自立の精神と豊かな感性を持ち，

グローバルな感覚に富み，ふるさとを愛する心を持った人間に成長することは県民す

べての願いである。 

  

⑴ 自立の精神，豊かな感性，グローバルな感覚，ふるさとを愛する心を持った青少

年の育成 
 

 青少年が，その成長段階に応じた様々な課題に挑戦しつつ，自己肯定感や自己有

用感を高め，自己の確立に向かって努力することや，社会を構成する一員としての

責任と誇りを自覚し，環境保全や社会貢献等のためのボランティア活動や，様々な

交流活動に主体的･ 積極的に参画していくことはとても有意義で大事なことであ

る。 

 また，社会の情報化が進展する中で，適切に情報を活用する能力を身に付け，社

会の中で自立した個人として成長し，多様な価値観を尊重し他者や地域社会ととも

に生きていけるよう支援していくことが必要である。 

   

⑵  父母その他の保護者・大人の意識の高揚・啓発 
 

 青少年問題の背景は，大人社会の反映であり，子どもの問題は大人の問題である

ことをしっかり認識し，家庭では父母その他の保護者が，地域社会では大人が，モ

ラルの向上や地域の教育力を高めることが大切である。 

 また，大人が，次代の社会を担う子どもの多様な人格・個性を尊重し，権利を保

障し，真正面から向き合い，寄り添い，見守ることが重要である。 
 

⑶ 地域ぐるみの青少年育成 
 

 青少年は社会のかけがえのない一員で，未来への希望を託すものであり，青少年

が自己を確立していく上での自己選択・自己決定・自己実現を社会全体で後押しす

るため，行政のみならず，家庭・学校・職場，地域の自治会やボランティア，ＮＰ

Ｏ等が地域の一員として，ともに連携・協力し，支え合う共生・協働の地域社会づ

くりが重要である。 
 

２ 現状・課題 
 

⑴ 今日，少子化の進行や共働き世帯の一般化，ひとり親・事実婚等の婚姻の在り方

の多様化による世帯構造の変化など，家庭をめぐる状況に変化が生じている。 

  また，グローバル化・情報化の進展とともに，地域社会の連帯感の希薄化など，

青少年を取り巻く社会環境が変化し，これらが，青少年の意識や行動に様々な影響

を及ぼしている。 

  このような中で，地域の縁や地域社会に蓄積された様々な知恵を活用した取組等

により，多くの青少年が健全に育っている一方，社会生活を送る上での基本的ルー

ルを十分に習得できない青少年もみられるようになっている。 
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⑵ 非行の低年齢化，児童虐待，子どもの貧困，不登校，ひきこもり，ニート，ヤン

グケアラー，市販薬の過剰摂取（オーバードーズ）など，青少年を取り巻く問題は

深刻化し，社会生活を円滑に営む上で困難を抱える青少年が増加している。 

 情報化の進展に伴い，インターネット上のいわゆる闇バイト等の違法・有害情報

や虚偽情報の拡散，誹謗中傷やいじめのほか，成年年齢引き下げに伴う消費者トラ

ブルの懸念など，青少年の健全な育成に対する影響が憂慮されている。  

 また，刑法犯少年や薬物乱用少年，深夜はいかい・喫煙・飲酒等の不良行為少年

や，いじめ，暴力行為の発生などが見られることから，その解決と抑止を図る必要

がある。 

  

３ 基本方針 
 

青少年の自立の精神や豊かな感性，グローバルな感覚，ふるさとを愛する心を育む

ことを目的とした「
ふるさと

郷 土に学び・育む青少年運動」を家庭・学校・職場・地域等が一

体となって積極的に推進し，様々な分野で活躍する鹿児島の未来を担う青少年の育成

に注力する。 
 
 

＜運動推進の４つの柱＞ 
 

青少年の育成は家庭が基本であるという認識のもと，鹿児島の教育的伝統と風土

を生かすとともに，多様性と包摂性のある社会を目指して，一人ひとりの人権やジ

ェンダー平等の視点への配慮など個性や多様性を尊重し，持続可能でよりよい世界

を目指す SDGｓとの関連も意識しながら，次の４つを柱として青少年の健全育成を推

進する。 

なお，推進にあたっては，各年齢期（乳幼児期，学童期，思春期，青年期・ポス

ト青年期）に応じた青少年の育成に関する諸施策を，市町村をはじめ関係機関・団

体との連携を密にしながら広く県民の理解と協力を得て積極的に実施するととも

に，各市町村においても，それぞれの地域の特性を生かした各種の青少年健全育成

事業を推進する。 
 
 

① 未来を切り拓く青少年の育成 

  

 次世代を担う青少年が新たな社会課題に柔軟に対応できるよう，自分で考

え，判断し，行動する主体的活動や，自然・社会体験活動，ボランティア活動

などの社会貢献活動を促進するとともに，グローバルな感覚を持った青少年を

育成するためにも各種国際交流事業を推進していく。 

 社会生活を円滑に営む上での困難を抱える青少年の自立や社会参加に向け，

個々の状況に応じたきめ細かな支援を推進していく。 
 

② 地域全体で青少年を育む取組の推進 
 

  青少年の育成は家庭が基本であることを踏まえ，父母その他の保護者・大 

  人の意識啓発を図るとともに，家庭，学校，職場，地域の自治会，ボランテ 

  ィア，ＮＰＯなど地域社会の構成員が連携し，それぞれの役割を果たしなが 

   ら，地域ぐるみの青少年育成に取り組む。 

  また，子どもとのふれあいや青少年の主体的活動を促進するため，多様な家
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庭や家族の形態があることを踏まえつつ，毎月第３日曜日の「家庭の日」や毎

月第３土曜日の「青少年育成の日」の推進を図る。 
 

③ 青少年を守り育てる環境づくりの推進 
 

 青少年が，家庭や学校，地域などにおいて，意見を形成し，自由に意見を表

明しやすい環境整備と気運の醸成に取り組む。 

 また，青少年を心身ともに健全に育成するために，青少年を取り巻く環境の

向上を目指すとともに，青少年健全育成に対する意識の高揚と地域を中心とし

た実践活動を促し，健全な社会環境づくりを推進する。 

 さらに，青少年が成年年齢を迎える前に必要となる知識を身につけることが

できるよう，教育機関や関係団体と連携し，主権者教育や消費者教育等の推進

を図る。 
 

④ 関係機関・団体の相互連携による運動の推進 
 

  国・県などの行政機関や，学校や NPO などの関係機関・団体が協力しながら

一体となった青少年を育む運動を推進する体制を強化するとともに，運動を支

える人材の育成に取り組む。 

 また，関係機関・団体が緊密に連携しながら，青少年の社会参画を促進し，

青少年を育てる気運を盛り上げ，活発な青少年育成活動が展開されるよう運動

の推進を図る。 
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「
ふるさと

郷土に学び・育む青少年運動」推進要綱 

                                                       

                                                                   平成１８年５月２３日制定 

                                                                   平成２１年５月２６日一部改正 

                                                                   令和７年３月２１日一部改正 

１ 運動の趣旨 

 

 鹿児島県青少年育成県民運動推進基本方針に基づき，青少年の自立の精神や豊か
な感性，グローバルな感覚，ふるさとを愛する心を育むことを目的とした「郷土に
学び・育む青少年運動」の普及・促進を図る。 

 

２ 運動の内容 

 

 「郷土に学び・育む青少年運動」の展開を通して，鹿児島の古くからの伝統であ
る地域で青少年を育てる気風を盛り上げ，郷土に根ざしたグローバルな人材を育成
するため，家庭・学校・職場・地域等は，青少年が主体的に活動するための場や機
会を確保し，社会の中で自立した個人として成長していけるよう，地域ぐるみの青
少年育成を推進する。 

 

⑴ 未来を切り拓く青少年の育成 

 

 ① 青少年の主体的活動の促進 

 

   青少年が自分で考え，判断し，決定し，行動する主体的活動を促進すると
ともに，思いやりの心を持ったリーダーとなる青少年の育成を推進し，それ
ぞれの団体や地域の特色を生かした活動内容となるように配慮する。 

  
ア 「青少年育成の日」を中心とした青少年活動 

 

   青少年活動は，毎月第３土曜日の「青少年育成の日」を中心に実施し，
青少年が自ら主体的に考え，判断し，行動するよう促すものとする。 

  
イ 青少年の社会性や規範意識の向上 

 

  青少年が目標に向かって日々を有意義に過ごすことができるよう支援
し，自然・社会体験活動や，ボランティア活動などの社会貢献活動を通し
て社会の一員としての自覚を持たせる。 

  
ウ 国際交流活動の促進 

 

  青少年の国際理解を促し，国際性豊かな青少年の育成を図るため，国際
交流事業への参加や様々な交流の広がりを促進する。 

 

 ② 困難を抱える青少年の支援の推進 

   

   不登校，ひきこもり，ニート，ヤングケアラー，市販薬の過剰摂取（オー
バードーズ），発達障害など社会生活を円滑に営む上での困難を抱える青少
年の支援を，福祉・教育・医療など行政や関係機関・団体等が連携をとりな
がら推進する。 

 
 

⑵ 地域全体で青少年を育む取組の推進 

  
 ① 父母その他の保護者・大人の意識の高揚・啓発の推進 
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ア 大人の意識改革，教育力の強化 

 

  青少年の問題は大人社会の問題の反映であることを踏まえ，大人の意識
改革を進め，大人が，子どもの良き手本として行動することにより，家庭
・学校・職場・地域等の教育力を高めていく。 

  また，大人自身が，社会の基本的なモラルやルールを身をもって次の世
代に伝える。 

  
イ 「家庭の日」を中心とした子どもとのふれあいの促進 

 

  多様な家庭や家族の形態があることを踏まえつつ，毎月第３日曜日の「家
庭の日」を中心に子どもとのふれあいの促進に努める。 

 

ウ 社会規範意識を高める取組の推進 
 

        家庭や学校，職場，地域等が相互に持てる力を十分発揮し，社会とのつ  
         ながりや規範意識を高める取組を推進し，それぞれの立場で青少年の成長  
         に合わせた支援を行う。 

   
エ 社会全体で支え合う家庭教育支援の促進 

 

  子どもが，基本的な生活習慣や生活能力，人に対する信頼感，豊かな情
操，他人に対する思いやり，基本的倫理観，自尊心や自立心，社会的なマ
ナーなどを身につけていく上で，家庭教育が重要な役割を果たしているこ
とを再認識し，地域社会や学校，行政，企業等が社会全体で支え合う家庭
教育支援の取組を促進する。 

  
 ② 地域ぐるみの青少年育成 

 

ア 家庭・学校・職場・地域等が一体となった青少年育成 

 

  家庭・学校・職場・地域等が連携し，それぞれの役割を果たしながら，
青少年の主体的な活動を支援するとともに，地域社会全体が連携・協働し
て活動できる体制づくりを促進する。 

 

  家庭： 青少年が自立するために最も必要とされる基本的な生活習慣や
豊かな情操を身につける場 

 

  学校： 教育活動の中で，児童・生徒が自ら学び，考え，行動する力を
身につける場 

 

  職場： 働く喜びや社会の一員としての責任と自覚を身につける場 

 

  地域： 自然体験や社会体験等の豊富な体験を通して，ふるさとを愛す
る心や社会性を身につける場 

  
イ  異年齢集団での体験活動等の推進 

 

  たくましく生きる力や郷土愛などを育む鹿児島の古くからの伝統である
地域で青少年を育てる気風を盛り上げ，異年齢集団での体験活動や伝統行
事・伝統芸能・方言の継承等を推進する。 

  
ウ  「家庭の日」・「青少年育成の日」を中心とした活動の推進 
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  「家庭の日」・「青少年育成の日」の周知を広く行い，各学校・職場・
地域等において，「家庭の日」における子どもとのふれあいの促進や，「青
少年育成の日」における青少年の活動の推進に努める。 

 

⑶ 青少年を守り育てる環境づくりの推進 

 

  青少年を心身ともに健全に育成するために，青少年を取り巻く環境の向上を
目指すとともに，青少年健全育成に対する意識の高揚と地域を中心とした実践
活動を促し，健全な社会環境づくりを推進する。 

 

 ①  青少年を守る環境づくり 

 

   大人，社会全体が自らの姿勢を正し，青少年の良き手本となるよう社会全
体のモラルの向上を図るとともに，地域社会で青少年を見守る活動の充実や
地域の教育力の向上を図り，青少年を取り巻く社会環境の整備を目指す。 

  
 ② 啓発・補導活動の強化，非行防止活動 

 

   関係機関・地域が連携して行う啓発・補導活動や相談支援等を強化し，青
少年の非行防止活動や非行等を行った青少年の立ち直り支援を推進する。 

 

 ③ 青少年に必要な知識に関する情報提供や教育 

 

ア 言葉を学び，感性を磨き，表現力を高め，想像力を豊かなものにし，人
生をより深く生きる力を身に付けていく上で不可欠な読書活動の取組を推
進する。 

  
イ 青少年が，性別にかかわらず，様々な可能性を広げていくことができる

よう，ジェンダーギャップの解消に関する取組やリプロダクティブ・ヘル
ス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）などの知識の習得を推進する。 

               
ウ 青少年が社会の中で自立し，主体的に行動できるよう，成年年齢を迎え

る前に必要となる知識を身につけるための主権者教育や消費者教育を推進
する。 

  
エ インターネットやＳＮＳ，ＡＩ等に関する情報リテラシーについて，青

少年及び保護者等に対する習得支援や啓発，フィルタリングの利用促進等，
青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境整備に取り組
む。 

  
 ④  相談支援体制の充実 

 

   複雑・多様化した様々な悩みをもつ青少年や保護者に対する相談支援体制
の拡充や，気軽に相談できる場づくり，ＳＮＳを活用した相談窓口の整備等
を図るとともに，行政やＮＰＯ等の相談機関が相互に連携して，適切な相談
支援やサポートを行う。 

  
⑷ 関係機関・団体の相互連携による運動の推進 

 

 ① 推進体制の充実・強化 

 

  ア  青少年育成県民会議・市町村民会議との連携強化 

 

    青少年育成県民会議を中心に，青少年育成市町村民会議や国・県などの
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行政機関が連携・協力しながら，青少年を育む運動を推進する。 

 

  イ 青少年育成コーディネーターの活動の活性化 

 

    市町村における青少年育成の推進役として，市町村民会議への企画・運
営面での参画をはじめ，青少年の現状把握や青少年育成関係機関・団体，
青少年育成推進員への指導・助言等を行う。 

 

  ウ 校区青少年育成組織を活用した運動の推進・強化 

 

    校区内の青少年育成機関・団体，指導者等で組織された校区青少年育成
組織の機能を強化し，校区で一体となった青少年を育む運動を推進する。 

  
 ② 関係機関・団体が相互に連携した運動の推進 

 

   行政と民間団体等が緊密に連携し，家庭・学校・職場・地域等が青少年を
主体的に育てる気運を盛り上げ，活発な青少年育成活動が展開されるよう，
それぞれの立場から運動の推進を図る。 

 

県 段 階（知事部局，教育委員会，警察本部，青少年育成県民会議） 

 

地 域 段 階（地域振興局，支庁，教育事務所，警察署，青少年育成推進協議会） 
 

市町村段階（市町村長部局，教育委員会，警察署，青少年育成市町村民会議） 

 

校 区 段 階（校区青少年育成組織等） 

  
  ア  青少年育成に関する広報啓発（メディアやインターネット・ＳＮＳ等の

活用，キャンペーン等の実施）や青少年育成実践事業を実施する。 

  
  イ  青少年育成指導員及び青少年育成コーディネーター，青少年育成推進員

との連携を図りながら，地域の青少年活動を支援する。 

  
  ウ  青少年活動情報の収集・提供や，青少年を育む運動を支える人材の育成

等により，地域の青少年活動の活性化を図る。 
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鹿 児 島 県 青 少 年 育 成 の 推 進 体 制

県青少年
問題協議会

（会長 知事）

県青少年保護
育成審議会
（知事任命）

県青少年対策本部

知事部局
県教育委員会
県警察本部

青少年育成
県民会議

（会長 知事）

地域青少年育成
推進協議会

（事務局：地域振興局・支庁）

地域振興局
支庁

知

事

警察署教育
事務所

市町村青少年
問題協議会

（会長 市町村長）

市町村 青少年育成市町村民会議

校区青少年育成組織
（小学校区ごと）

学校 警察
青少年

育成団体

自治

公民館

NPO等

ボランティア団体

（調査審議の要請）

（回答）

（諮問）

（答申）

（県）

（地域）

（市町村）

（学校区）

青少年育成指導員

青少年育成コーディネーター

青少年育成推進員
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